
相　　談 場　　所 期　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

9月24日㈫、10月10日㈭※次回10月
22日㈫の予約は10月1日㈫、11月14
日㈭の予約は11月1日㈮から

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館

2階会議室 10月7日㈪ 午後1時30分～3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時30分

不動産 市役所 9月18日㈬ 午前9時～正午
㈳埼玉県宅地建物取引業協会

北埼支部
☎562―5900

夫婦関係・ＤＶなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日
※各土曜日は市内在住の方を対象に

電話相談も受け付けます
午後1時～４時
(電話相談は午後1時～2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週火・金曜日(祝日を除く） 午前10時～午後4時 商工観光課
（内線383）

人権 忍･行田公民館 10月9日㈬ 午後1時30分～3時30分 人権推進課
（内線221）

税務
（予約制）

関東信越税理士
会行田支部

（市役所前）

毎週水曜日（祝日を除く）
※予約受け付けは毎週月・水・金曜日

（祝日を除く）の午前10時30分～午後
3時30分

午後1時～4時
関東信越税理士会

行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 10月6日㈰ 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 9月17㈫・24日㈫、10月1日㈫・8日㈫ 午後5時15分～7時

（9月15日～10月14日）各 種 相 談

放射線量測定値
参考値

8月19日㈪　・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
午前9時(晴れ)0.05マイクロシーベルト　午後3時(晴れ)0.05マイクロシーベルト

市税の納付には、「安心！確実！便利！」な
口座振替をご利用ください。

今 月 の 納 税
固定資産税・都市計画税・・・・・3期
国民健康保険税・・・・・・・・・3期
介護保険料・・・・・・・・・・・3期
後期高齢者医療保険料・・・・・・3期

納期限　9月30日㈪

　埼玉県行政書士会埼北支部では、毎月第3水曜日
に無料相談を開催しています。
　今回、10月を「行政書士制度広報月間」とし、無
料相談会を開催します。
▶日　　時 10月12日㈯午前10時～午後5時
▶場　　所 VIVAぎょうだ
▶内　　容
・遺言、相続、戸籍関係、成年後見など暮らしの

相談に関すること
・許可、認可などの手続きに関すること
・法人設立、権利義務、事実証明、電子申請に

関すること　
▶問い合わせ 同会埼北支部☎554―2702

　今年のオータムジャンボ宝くじの賞金は、1等・前
後賞合わせて3億9,000万円。この宝くじの収益金
は、市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化
対策など地域住民の福祉向上のために使われます。
１　等…3億3,000万円×13本

（発売総額390億円・13ユニットの場合）
前後賞…各3,000万円×26本

（発売総額390億円・13ユニットの場合）
サンキューオータム賞…3万9,000円×6万5,000本

（発売総額390億円・13ユニットの場合）
▶発売期間 9月20日㈮～10月11日㈮
▶発売場所 全国の宝くじ売り場
▶抽 選 日 10月18日㈮
▶問い合わせ （公財）埼玉県市町村振興協会
  ☎048―822―5004

　市では平成25年3月に、都市計画に関する基本的な
方針を定めた｢行田市都市計画マスタープラン｣を策定
し、計画書（オールカラー・185ページ）を販売してい
ます。
▶価　　格 1,500円
▶販売場所 都市計画課
▶そ の 他 計画書は図

書館や各公民館で閲覧
することができます。
また、内容を抜粋した
概要版（オールカラー・
12ページ）を同課で配
布しています。

▶問い合わせ 同課計画担
当☎550―1550

行政書士無料相談会

オータムジャンボ宝くじ発売

都市計画マスタープランを
販売しています
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▶日　　時 9月21日㈯午後2時
▶場　　所 映像ホール
▶題　　名 どんぐりと山猫他（計40分）
▶定　　員 80人(先着順)
▶入 場 料 無料

▶日　　時 10月11日㈮午後2時
▶場　　所 図書館ミーティングルーム
▶内　　容 詩やエッセイなどの朗読
▶主　　催 おしゃべりインコの会

　 4カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布して
います。
▶日　　時 10月9日㈬午後1時受け付け開始
▶持 ち 物 母子健康手帳

　 9月30日㈪から10月4日㈮の間は、特別整理に伴い臨
時休館となります。

・爪と目(藤野可織)
・たぶんねこ(畠中恵)
・高く遠い夢ふたたび(三浦雄一郎)
・ミルクこぼしちゃだめよ!(スティーヴン・デイヴィー

ズ／文、クリストファー・コー／絵、福本友美子／訳)
・ローズの小さな図書館(キンバリー・ウィリス・ホル

ト／作、谷口由美子／訳)
・世界クワガタムシ探険記(山口進／著)

▶日　　時 9月18日㈬午前10時30分～11時
▶内　　容 絵本、パネルシアターなど
▶対　　象 2、3歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 9月28日㈯午前11時
▶内　　容 絵本や手遊びなど
▶対　　象 幼児
▶主　　催 おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 10月5日㈯午後2時
▶内　　容 絵本など
▶対　　象 幼児・小学生
▶主　　催 おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 10月12日㈯午後2時
▶内　　容 絵本など
▶対　　象 幼児・小学生
▶主　　催 おはなしポケット
※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

おはなし会

定例子ども映画会

ブックスタート

新 着 図 書

特別整理に伴う休館日

読み語りの会

午前9時30分～午後7時
9月2日㈪・3日㈫・9日㈪・17日㈫・24日㈫・
30日㈪、10月1日㈫～4日㈮・7日㈪

開館時間
休 館 日

※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

※変更となる場合もあります

泉 小 10月 3 日㈭

埼 玉 小 10月 4 日㈮

北河原小 10月 8 日㈫

北 小 10月 9 日㈬

太田西小 10月11日㈮

移動図書館巡回日程

桜ヶ丘小  9 月19日㈭

太田東小  9 月20日㈮

荒 木 小  9 月25日㈬

南河原小  9 月27日㈮

須 加 小 10月 2 日㈬

第
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次
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民
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見
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ト
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夏休みの思い出の1ページ

　西小学校の児童を対象に、7月23日からＮＰＯ法人ふる
さと創生クラブ（今村武蔵代表）による「夏休みふるさと子ど
も教室」が開催されました。特に人気だったのは、8月2日
に西小学校のプールで行われたボート遊び教室です。
　同クラブの皆さんにオールの漕ぎ方を教えてもらった子
供たちは、ボートに乗り込むと大はしゃぎ。最初は、真っ直
ぐボートを進めることができませんでしたが、イベントが終
わるころには、他の友達と息を合わせてスムーズにボート
を走らせていました。この教室が楽しい夏休みの思い出と
して、子供たちの胸に刻み込まれたことでしょう。

行田の熱い夏を彩る　行田浮き城まつり

　7月27日・28日の2日間、行田の夏を彩る「第20回市
民祭・行田浮き城まつり」が開催されました。
　平成6年から始まったこの祭りは、今年で20年目を迎え
ました。27日は天候不良のため途中で中止となりました
が、翌28日は天候にも恵まれ、ＮＨＫ大河ドラマ「八重の桜」
の八重と白虎隊に扮した行田浮き城まつり20回記念パ
レードや、よさこいソーランなどが披露されました。
　そして日が暮れるころ、祭りはいよいよ最高潮に。毎年
恒例の浮き城だんべ踊りでは、会場である国道125号を
埋めた多くの踊り手たちの「ソーレ！」の掛け声が響き渡って
いました。また、神輿渡御や5台の山車による激しいたた
き合いも迫力満点。行田の熱い夏の夜を一層盛り上げて
いました。

「市内施設めぐり」で新たな発見

　8月9日、市内の小学生を対象にした「市内施設めぐり」が行
われました。
　毎年夏休み期間中に開催しているこの企画は、市内に点在
する施設を見学し、理解と認識を深めてもらうことを目的とし
たもの。この日は、市長室をはじめ、議場、産業文化会館な
ど6カ所を見学しました。普段経験することができない体験に、
子供たちは興味津々。新たな発見もあったようで、充実した一
日を過ごしていました。

Gyoda City Photo Studio
2013

写真館

写真館

スポーツで大活躍の小・中学生

　8月5日、全日本中学ボウリング大会で優勝を果たした遠
藤雅嵩さん（行田中学校2年）と、女子ソフトボール投げで
全国小学生陸上大会への出場を決めた大瀧菜月さん（西小
学校6年）が、工藤市長を表敬訪問しました。
　工藤市長から「一芸に秀でることは大切。この経験をこれ
からの人生の糧にして、さらに活躍してほしい」と祝福の言
葉を受けた2人。遠藤さんは「来年、2連覇を目指したい」、
大瀧さんは「練習の成果を出せるよう頑張りたい」とそれぞ
れ力強く語りました。

すくすく成長しているよ

　7月28日、辯天門樋ポケットパークで「第5回みんな
で育樹祭」が開催されました。
　この催しは、昨年11月に行われた「いのちを守る森
づくり『第5回みんなで植樹祭』」で植樹した苗木の成
長の確認と、植樹箇所周辺の除草などを目的に行われ
たものです。植えるときはまだ小さかった苗木が、今で
は1メートル以上に成長。参加者は、自分の植えた苗木
がすくすく育っていることを肌で感じていました。

食物アレルギーに対する知識を深める

　7月30日、中央公民館第1学習室（「みらい」内）で、「食
物アレルギー・アナフィラキシー対応研修会」が行わ
れ、市内の小・中学校の教職員52人が参加しました。
　この研修会は、近年、学校給食による食物アレルギー
事故が多発していることを受け、アレルギーを持つ児
童・生徒への対応方法などを学ぶことを目的に行われ
たものです。参加した教職員らは、行田市薬剤師会会
長の鹿山高彦さんによる指導の下、医師による治療を
受けるまでの補助治療剤「エピペントレーナー」の実演も
行い、食物アレルギーに対する知識を深めました。

想定外の災害を想定する

　8月3日、須加小学校裏利根川堤防で水防演習が行われま
した。
　この日は、利根川が氾濫することを想定しながら、「土のう
作り」や「木流し」、「月の輪」など8種類の工法訓練が行われま
した。緊張感を持ちながら、迅速かつ正確な作業を行う水防
団員たちは、「想定外の災害を想定する」という意識をより一
層高めていました。

べんてんもん ぴ

みこ し  と ぎょ

ふん
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たものです。参加した教職員らは、行田市薬剤師会会
長の鹿山高彦さんによる指導の下、医師による治療を
受けるまでの補助治療剤「エピペントレーナー」の実演も
行い、食物アレルギーに対する知識を深めました。

想定外の災害を想定する

　8月3日、須加小学校裏利根川堤防で水防演習が行われま
した。
　この日は、利根川が氾濫することを想定しながら、「土のう
作り」や「木流し」、「月の輪」など8種類の工法訓練が行われま
した。緊張感を持ちながら、迅速かつ正確な作業を行う水防
団員たちは、「想定外の災害を想定する」という意識をより一
層高めていました。

べんてんもん ぴ

みこ し  と ぎょ

ふん
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広　場

○５月１日㈪～30日㈫に電話
または E メールで広報広聴
課広報広聴担当（内線 318）

　※応募要領は市ホームペー
ジをご覧ください。

○応募者多数の場合は、６月３
日㈪午前11時から市役所203
会議室で公開抽選を行います。

平成24年7月生まれの
お子さんを募集します

応募待ってるよ!

平成 24年
5月生まれの
おともだち

	

南
河
原	

若
林　

水
翁

片
か
げ
に
駒
の
碑
い
だ
く
松
並
木

	

持
田	

岡
本
千
寿
子

甲
斐
姫
と
名
付
け
し
蓮
は
夢
の
色

	

下
中
条	

飯
塚
よ
ね
子

青
田
風
心
の
刻
の
緩
む
午
後

	

本
丸	

諸
貫　

節
子

炎
天
を
断
ち
切
る
ご
と
く
剛
速
球

	

忍	

飯
島　

素
子

水
底
に
歴
史
を
秘
め
て
古
代
蓮

	

埼
玉	

萩
原　

初
江

弾は
じ

け
舞
う
佐
間
天
神
社
夏
祭
り

	

持
田	

伊
藤　

洋
子

苦
瓜
植
う
朝
毎
つ
る
の
伸
び
に
け
り	

		

矢
場	

鈴
木
か
づ
の

猛
暑
に
は
抗あ

ら
が

う
す
べ
な
し
手
立
て
な
し

	

城
西	

山
下　

利
江

古
代
蓮
き
れ
い
に
写
す
水
鏡

	
城
南	

橋
本
千
枝
子

路
地
ゆ
け
ば
ま
た
足
袋
蔵
や
合ね

歓む

の
花

	

白
川
戸	

松
本　

忠
之

放
す
度
何
か
失
う
ホ
タ
ル
の
夜

	

藤
原
町	

上
原
ミ
サ
子

神
秘
的
今
も
ほ
こ
ろ
ぶ
古
代
蓮

	

城
西	

西
田
吉
之
助

日
陰
に
て
習
字
手
習
い
八
十
路
越
え

	

長
野	

野
中
せ
き
子

亡
き
夫つ

ま

の
匂
ひ
し
み
て
る
夏
帽
子

	

向
町	

渡
月　
　

峯

い
き
い
き
と
信
号
無
視
の
鴨
・
小
鴨

	

城
南	

千
代
田
富
子

炎
天
下
野
球
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る

	

長
野	

吉
野　

ら
ん

旧
友
と
紫あ

じ
さ
い

陽
花
眺
め
語
り
合
ふ

	

富
士
見
町	

森　
　

節
子

雨
あ
が
り
白
い
花
つ
け
み
よ
が
あ
り

	

荒
木	

藤
田　

明
枝

夕
入
り
日
初
せ
み
の
声
き
き
に
け
り

	

　
（
木
島　

斗
川　

監
修
）

父
親
へ
の
哀
悼
の
意
を
込
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
や
じ
バ
ン
ド
で
熱
演

杉
山
大
起
さ
ん
（
24
歳
・
長
野
）

　
「
お
や
じ
、
聴
い
て
る
か
―
」
熊
谷
市
の
八
木
橋
百
貨

店
で
7
月
に
行
わ
れ
た
第
10
回
お
や
じ
バ
ン
ド
大
会
。

亡
き
父
登
美
男
さ
ん
が
所
属
し
て
い
た
バ
ン
ド
「
Ｒ
Ｏ

Ｃ
Ｋ
59
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
哀
悼
の
意
を
込
め
て

同
大
会
で
演
奏
し
た
の
が
、
杉
山
大
起
さ
ん
で
す
。

　

ベ
ー
ス
や
ド
ラ
ム
な
ど
音
楽
の
機
材
が
そ
ろ
っ
た

「
音
楽
の
部
屋
」
を
自
宅
に
作
り
、
毎
晩
楽
し
そ
う
に
ベ

ー
ス
を
弾
い
て
い
た
登
美
男
さ
ん
。
そ
の
姿
を
見
て
い

た
杉
山
さ
ん
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
ベ
ー
ス
や
ギ
タ
ー
な

ど
の
楽
器
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。
高
校
時
代
に

文
化
祭
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
ベ
ー
ス
を
担
当
し
、

卒
業
後
も
バ
ン
ド
で
ボ
ー
カ
ル
を
務
め
る
な
ど
、
音
楽

漬
け
の
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
共
通
の
趣
味
を
持
ち

な
が
ら
も
、
厳
格
な
父
と
は
生
活
態
度
や
考
え
方
の
違

い
か
ら
、
い
つ
も
衝
突
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

父
親
と
気
ま
ず
い
関
係
の
ま
ま
日
々
の
生
活
を
送
っ

て
い
た
杉
山
さ
ん
に
、
平
成
24
年
12
月
、
悪
い
知
ら
せ

が
届
き
ま
す
。
登
美
男
さ
ん
の
胃
が
ん
と
肺
が
ん
が
発

覚
し
た
の
で
す
。
病
院
で
の
闘
病
生
活
が
始
ま
り
、
抗

が
ん
剤
治
療
の
合
間
に
一
時
帰
宅
し
た
と
き
、
家
族
で

音
楽
の
部
屋
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。
薬
の
副
作
用

で
つ
ら
そ
う
な
の
に
、
懸
命
に
機
材
の
使
い
方
の
説

明
を
す
る
父
。
治
療
に
励
む
も
、
今
年
の
2
月
、
62

歳
の
若
さ
で
永
遠
の
眠
り
に
つ
き
ま
し
た
。

　
「
自
分
た
ち
に
何
か
を
残
そ
う
と
し
て
く
れ
た
お
や

じ
の
た
め
に
も
、
ベ
ー
ス
の
腕
が
上
達
し
た
こ
と
を

証
明
し
た
い
。
そ
れ
が
親
孝
行
に
な
る
」
そ
う
決
心

し
た
杉
山
さ
ん
は
「
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
59
」
が
再
結
成
す
る

こ
と
を
聞
き
、
登
美
男
さ
ん
の
代
わ
り
に
ベ
ー
ス
を

弾
き
た
い
と
頼
み
ま
し
た
。
事
情
を
聞
い
た
メ
ン
バ

ー
は
快
く
引
き
受
け
、
お
や
じ
バ
ン
ド
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
ベ
ー
ス
の
経
験
が
あ

る
と
い
っ
て
も
、
6
年
ほ
ど
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
不

安
で
し
た
が
「
や
る
と
決
め
た
以
上
、
中
途
半
端
で
は

い
け
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
猛
練
習
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
大
会
当
日
。
演
奏
す
る
曲
は
「
寺
内
タ
ケ

シ
」
に
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
」
の
リ
ズ
ム
の
ア
レ
ン
ジ

を
加
え
た
も
の
で
、
か
つ
て
登
美
男
さ
ん
が
仲
間
と

共
に
演
奏
し
た
思
い
出
の
曲
で
す
。
大
勢
の
観
客
を

前
に
、
杉
山
さ
ん
の
頭
に
真
っ
先
に
浮
か
ん
だ
の
は
、

登
美
男
さ
ん
の
こ
と
で
し
た
。「
お
や
じ
、
ち
ゃ
ん
と

聴
こ
え
て
る
か
。
お
や
じ
が
好
き
だ
っ
た
曲
を
弾
い

て
る
ん
だ
ぞ
。
ど
う
だ
、上
手
い
だ
ろ
」
杉
山
さ
ん
は
、

一
音
一
音
語
り
か
け
る
よ
う
に
演
奏
し
ま
し
た
。

　
「
大
切
な
人
が
健
康
で
い
て
く
れ
る
こ
と
が
、
ど
れ

だ
け
幸
せ
な
こ
と
か
分
か
り
ま
し
た
」
と
語
る
杉
山

さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
は
家
族
や
友
人
を
も
っ
と
大
切
に

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
音
楽
も
生
涯
続

け
て
い
き
ま
す
よ
」
と
ほ
ほ
笑
む
の
で
し
た
。

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書

　で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

俳
句

242013. 9 　市報 ぎょうだ



広　場

○５月１日㈪～30日㈫に電話
または E メールで広報広聴
課広報広聴担当（内線 318）

　※応募要領は市ホームペー
ジをご覧ください。

○応募者多数の場合は、６月３
日㈪午前11時から市役所203
会議室で公開抽選を行います。

平成24年7月生まれの
お子さんを募集します

応募待ってるよ!

平成 24年
5月生まれの
おともだち

○９月２日㈪～30日㈪に電話
またはEメールで広報広聴課
広報広聴担当（内線318）
※応募要領は市ホームページ
をご覧ください。

○応募者多数の場合は、10月2
日㈬午前11時から市役所201
会議室で公開抽選を行います。

平成24年11月生まれの
お子さんを募集します

応募待ってるよ!

平成 24年
9月生まれの
おともだち

黒
崎
　
諒り
ょ
うち

ゃ
ん
（
持
田
）

平
成
24
年
9
月
20
日
生
ま
れ

●父 

祐
さ
ん
●母 

美
加
さ
ん

「
す
く
す
く

　
　
　
大
き
く
な
あ
れ
♡
」

木
村
　
瑛え
い

翔と

ち
ゃ
ん
（
谷
郷
）

平
成
24
年
9
月
16
日
生
ま
れ

●父 

智
彦
さ
ん
●母 
美
奈
子
さ
ん

「
兄
＆
姉
と
仲
良
く
ね
♡
」

井
上
　
結ゆ

菜な

ち
ゃ
ん
（
埼
玉
）

平
成
24
年
9
月
21
日
生
ま
れ

●父 

卓
さ
ん
●母 

美
貴
子
さ
ん

「
た
く
さ
ん
か
わ
い
い

　
　
　
　
笑
顔
み
せ
て
ね
」

木
村
　
太た

一い
ち

ち
ゃ
ん
（
埼
玉
）

平
成
24
年
9
月
1
日
生
ま
れ

●父 

雅
一
さ
ん
●母 

雅
子
さ
ん

「
わ
が
家
の
宝
物

　
　
　
　
　
優
し
い
人
に
☆
」

大
野  

孝こ
う

太た

郎ろ
う

ち
ゃ
ん
（
谷
郷
）

平
成
24
年
9
月
12
日
生
ま
れ

●父 

雄
さ
ん
●母 

千
絵
さ
ん

「
こ
の
笑
顔
が
元
気
の
源
！
」

松
島
　
菫す
み
れ恋

ち
ゃ
ん
（
門
井
町
）

平
成
24
年
9
月
14
日
生
ま
れ

●父 

賢
仁
さ
ん
●母 

千
尋
さ
ん

「
お
兄
ち
ゃ
ん
達
と

　
　
　
　
　
　
仲
良
く
ね
♪
」

　
「
よ
り
速
く
・
よ
り
多
く
・
よ
り

確
実
に
、
お
客
さ
ま
の
大
切
な
品
物

を
届
け
る
こ
と
」
そ
の
使
命
を
果
た

す
べ
く
、
日
々
ま
い
進
し
続
け
て
い

る
の
が
、
行
田
市
に
本
社
を
置
く
大

和
輸
送
株
式
会
社
で
す
。

　

同
社
は
、
昭
和
47
年
に
運
送
業
者

と
し
て
創
業
。
時
代
の
流
れ
に
よ
っ

て
変
化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
、
昭
和
63
年
に
は
事
業
拡
大
に

よ
り
倉
庫
業
も
手
掛
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
北
関
東
を

中
心
に
10
事
業
所
・
8
カ
所
の
倉
庫

を
持
つ
ま
で
に
な
り
、
首
都
圏
と
上

越
・
東
北
方
面
へ
の
近
・
中
距
離
輸

送
は
も
と
よ
り
、
全
国
各
地
の
運
送

業
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し

て
物
流
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

倉
庫
業
を
開
始
し
た
こ
と
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
幅
を
広
げ
た
同
社
は

「
サ
ー
ド
・
パ
ー
テ
ィ
ー
・
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
（
3
Ｐ
Ｌ
）」
を
導
入
。

単
純
に
荷
物
を
運
ぶ
と
い
う
作
業
だ

け
で
な
く
、
保
管
、
仕
分
け
、
最
適

在
庫
・
配
車
・
配
送
な
ど
の
総
合
的

な
物
流
業
務
を
一
括
し
て
行
う
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

取
引
先
に
対
し
て
物
流
改
善
策
を
提

案
し
、
物
流
管
理
に
か
か
る
コ
ス
ト

削
減
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
度
な
情
報
技
術
で
適
切

な
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

同
社
。「
自
動
配
車
シ
ス
テ
ム
」
や

「
自
動
ラ
ッ
ク
」
な
ど
を
取
り
入
れ
、

迅
速
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
荷

物
の
破
損
防
止
な
ど
、
最
高
品
質
の

サ
ー
ビ
ス
を
追
及
し
て
い
ま
す
。「
お

客
さ
ま
に
心
か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
そ
の
思
い
が
サ
ー
ビ
ス
を
通

し
て
伝
わ
り
、「
大
和
輸
送
な
ら
安
心

し
て
任
せ
ら
れ
ま
す
」
と
い
う
温
か

い
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
「
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
1
0
0

パ
ー
セ
ン
ト
応
え
る
た
め
、
24
時
間

稼
動
で
き
る
物
流
セ
ン
タ
ー
を
構

築
し
て
い
き
た
い
」
坂
本
和
雄
代
表

取
締
役
社
長
は
こ
れ
か
ら
の
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
を
語
り
ま
す
。
次
世
代
の
輸

送
流
通
機
構
と
し
て
、
同
社
は
こ
れ

か
ら
も
産
業
経
済
の
発
展
を
支
え
て

い
き
ま
す
。

大和輸送株式会社 産業経済の発展を支える
輸送流通機構を形成

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。特色ある業務を行っている会社の情報を
広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

　　 会 社 プロフィー ル　　
代表取締役社長　坂本和雄
事業内容　輸送サービス、倉庫
サービス、流通加工、空輸・海運
サービス

ぎょうだの会社をぎょうだの会社を
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広告掲載の問い合わせは、有限会社今津印刷所へ☎554─2245

広告

InformationInformation 催し・募集
▼
日
時　
9
月
27
日
㈮
午
後
4
時
～

8
時　

▼
場
所　
ベ
ル
ヴ
ィ
ア
イ
ト

ピ
ア　

▼
内
容　
埼
玉
新
聞
で
連
載

し
た
山
名
美
和
子
さ
ん
の
小
説
「
甲

斐
姫
翔
る 

あ
か
ね
色
の
道
」
の
出
版

を
祝
う　

▼
参
加
費　
1
万
円
（
書

籍
代
含
む
）　

▼
主
催　
「
甲
斐
姫
」

出
版
を
祝
う
会 

実
行
委
員
会　

▼
後

援　
行
田
市
他　

▼
協
力　
行
田
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
行
田
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、
行
田
青
年
会
議
所
、
行
田

さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
他　

▼

問　
星
野
（
株
式
会
社
フ
ァ
イ
ブ
イ
ズ

ホ
ー
ム
内
）
☎
5
5
3
―
2
2
7
2

防
衛
大
学
校
（一般
前
期
）、
防
衛
医

科
大
学
校
お
よ
び
防
衛
医
大
看
護
学

科
学
生
（
自
衛
官
コ
ー
ス
）

▼
受
付
期
間　
9
月
5
日
㈭
～
30
日

㈪　

▼
対
象　

日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
、
18
歳
以

上
21
歳
未
満
で
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
方
（
見
込
み
含
む
）　

▼
試
験
日　

【
防
衛
大
学
校
】
11
月
9
日
㈯
・
10

日
㈰
【
防
衛
医
科
大
学
校
】
11
月
2

日
㈯
・
3
日
㈰
【
防
衛
医
大
看
護
学

さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
と
ラ
イ
ブ　

▼

入
場
料　

5
0
0
円　

▼
主
催　
行

田
市
福
祉
の
店
運
営
委
員
会　

▼
問　

同
事
務
局
板
垣
☎
5
5
9
―
1
0
3

4▼
日
時　
10
月
17
日
㈭
午
後
5
時
30

分
受
け
付
け　

▼
集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ

行
田
駅
前
※
参
加
者
へ
追
っ
て
連
絡　

▼
内
容　
1
軒
30
分
で
3
店
舗
を
飲

み
歩
き
、
各
店
自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー

（
1
品
と
1
ド
リ
ン
ク
）
を
飲
食
す

る　

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売　
行
田
商
工

会
議
所
【
10
月
7
日
㈪
ま
で
】
1
人

3
千
円
【
10
月
8
日
㈫
～
11
日
㈮
】

1
人
３
千
5
0
0
円
※
事
前
購
入
制　

▼
そ
の
他　
抽
選
で
参
加
者
に
は
し

ご
酒
加
盟
店
で
使
え
る
食
事
券
が
当

た
り
ま
す
（
当
日
の
み
有
効
）。
ノ

ン
ア
ル
コ
ー
ル
ド
リ
ン
ク
あ
り
。
参

加
は
2
人
1
組
で
お
願
い
し
ま
す
。　

▼
問
　
行
田
商
工
会
議
所
☎
5
5
6

―
4
1
1
1

▼
日
時　
9
月
29
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
3
時
30
分　

▼
場
所　

忍
川

（
行
田
市
駅
北
口
側
）　

▼
内
容　
川

と
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
（
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
船
に
よ
る
水
上
ク
イ
ズ
な

ど
）、
行
田
の
川
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
ブ
ー
ス
の
設
置
な
ど　

▼
参
加

無
料　
▼
主
催　

㈳
行
田
青
年
会

議
所　

▼
後
援　
行
田
市　

▼
そ
の

他　
川
と
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
参

加
者
は
水
に
濡
れ
て
も
い
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い　

▼
問　

同
会

議
所
☎
5
5
6
―
4
1
1
5

▼
日
時　

10
月
20
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
3
時　

▼
場
所　
商
工
セ
ン

タ
ー　

▼
内
容　
肥
田
舜
太
郎
さ
ん

（
行
田
協
立
診
療
所
初
代
所
長
）
に

よ
る
講
演
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
骨
密

度
・
体
脂
肪
測
定
な
ど
）
や
各
種

模
擬
店
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

を
開
催　

▼
参
加
費　

2
0
0
円　

▼
主
催　

行
田
協
立
診
療
所
創
立

60
周
年
記
念
式
典
・
健
康
ま
つ
り

実
行
委
員
会　

▼
問　

同
診
療
所

☎
5
5
6
―
6
7
5
5

▼
日
時　

9
月
1
日
㈰
～
10
月
31

日
㈭
午
前
9
時
～
午
後
7
時　

▼

場
所　
ル
ー
ブ
ル
洋
菓
子
店
シ
ョ
ー

ル
ー
ム　

▼
内
容　
絵
本
、
お
も
ち

ゃ
、
切
符
な
ど
鉄
道
グ
ッ
ズ
の
展
示　

▼
問　
栗
原
☎
0
9
0
―
1
5
3
5

―
4 
4
6 
0

科
】
10
月
19
日
㈯

陸
上
自
衛
隊
（
看
護
）

▼
受
付
期
間　
9
月
2
日
㈪
～
30
日

㈪　

▼
対
象　
平
成
26
年
4
月
1
日

現
在
、
36
歳
未
満
で
看
護
師
免
許
を

有
し
、
保
健
師
ま
た
は
助
産
師
免
許

を
取
得
し
て
い
る
方
（
見
込
み
含

む
）　

▼
試
験
日　

11
月
16
日
㈯　

▼
資
料
請
求
・
問
　
自
衛
隊
埼
玉
地

方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所
（
〒

3
6
0
―
0
0
3
7 

熊
谷
市
筑
波

3
―
90
―
1 

国
際
ビ
ル
2
階
）
☎

5
2
2
―
4
8
5
5

▼
展
示
期
間　
10
月
31
日
㈭
～
11
月

6
日
㈬　

▼
場
所　

郷
土
博
物
館　

▼
搬
入
日
時　
10
月
29
日
㈫
午
前
9

時
～
11
時　

▼
搬
入
場
所　

同
館　

▼
主
催　
行
田
市
、
行
田
市
菊
花
連

絡
協
議
会　

▼
�
・
問　
10
月
4
日

㈮
午
後
5
時
ま
で
に
電
話
で
商
工
観

光
課
（
内
線
3
8
2
）

▼
日
時　
10
月
5
日
㈯
午
後
1
時
30

分
開
演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル　

▼
内
容　
車
い
す
の
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
森
圭
一
郎

イ
ベ
ン
ト

募

　
　集

第
39
回
行
田
市
菊
花
展

福
祉
の
店「
き
ゃ
ん
ば
す
」支
援

森
圭
一
郎
コ
ン
サ
ー
ト

甲
斐
姫
物
語
出
版
を
祝
う
会

参
加
者

新
し
い
お
店
、仲
間
を
見
つ
け
よ
う
！

「
ぎ
ょ
う
だ
は
し
ご
酒
」

行
田
協
立
診
療
所
創
立
60
周
年

記
念
式
典
お
よ
び
健
康
ま
つ
り

防
衛
省
学
生
等
採
用
試
験

ち
い
さ
な
鐵て

つ

道ど
う

展

忍
川
に
集
ま
れ
！

未
来
の
笑
顔
の
た
め
に
！

～
私
た
ち
が
つ
く
る
川
の
ま
ち
～

262013. 9 　市報 ぎょうだ
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時　

▼
場
所　

行
田
商
工
会
議
所

会
議
室　

▼
定
員　

12
人
（
先
着

順
）　

▼
受
講
料　
【
会
員
】
5
千

円
【
非
会
員
】
1
万
4
千
円
（
教
材

代
含
む
）　

▼
そ
の
他　
詳
細
は
同

会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照　

▼

�
・
問　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
行
田
商
工
会
議
所
☎
5
5
6
―

4
1
1
1
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
6
―

0
0
5
9

▼
日
時　
9
月
26
日
㈭
午
後
1
時
30

分
～
4
時
30
分　

▼
場
所　

行
田

商
工
会
議
所
会
議
室　

▼
内
容　
会

計
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
日
々
の
記
帳
や

決
算
、
消
費
税
の
申
告
や
確
定
申
告

な
ど
を
行
う　

▼
定
員　
10
人
（
先

着
順
）　

▼
参
加
費　
2
千
円　

▼

主
催　
同
会
議
所　

▼
協
力　
行
田

市
青
色
申
告
会　

▼
�
・
問　
9
月

19
日
㈭
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
行
田
商

工
会
議
所
☎

5
5
6
―
4

1
1
1
【
Ｆ

Ａ
Ｘ
】
5 

5

6
―
0
0
5

9

▼
日
時　
9
月
23
日
㈪
午
前
10
時
～

午
後
2
時　

▼
場
所　
商
工
セ
ン
タ

ー　

▼
内
容　
二
村
祐
輔
さ
ん
（
日

本
葬
祭
ア
カ
デ
ミ
ー
教
務
研
究
室
）

に
よ
る
講
演
、
専
門
家
に
よ
る
個
別

相
談
（
介
護
、
医
療
、
年
金
、
相
続
、

成
年
後
見
に
つ
い
て
）　

▼
対
象　

市
内
お
よ
び
近
隣
市
に
住
ん
で
い
る

方　

▼
入
場
無
料　
▼
主
催　
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
た
す
け
愛
と
な
り
ぐ
み　

▼

後
援　
行
田
市　

▼
問　
同
法
人
事

務
局
長
櫛
引
☎
5
5
6
―
6
2
5
8

▼
日
時　
9
月
22
日
㈰
午
後
1
時
30

分
開
演　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
曲
目　
「
自
由
の
女
神
」、

「
篤
姫
」、「
魔
女
の
宅
急
便
」、「
ど
演

歌
エ
キ
ス
プ
レ
ス
」
他　

▼
入
場
無

料　
▼
そ
の
他　
団
員
募
集
中　

▼

問　
行
田
市
民
吹
奏
楽
団
団
長
青
木

☎
0
8
0
―
9
2
6
5
―
7
8
9
1

▼
日
時　
10
月
13
日
㈰
午
後
1
時
開

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化
ホ

ー
ル　

▼
曲
目　
「
真
赤
な
太
陽
」、

「
哀
し
み
本
線
日
本
海
」、「
太
陽
が

い
っ
ぱ
い
」、「
風
雪
な
が
れ
旅
」
他　

▼
入
場
無
料　
▼
主
催　
行
田
市
大

正
琴
連
盟　

▼
後
援　
行
田
市
、
行

田
市
教
育
委
員
会
、（
公
財
）
行
田

市
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
い
き
い

き
財
団　

▼
問　
同
連
盟
大
澤
宅
☎

5
5
6
―
5
0
8
5

▼
日
時　

10
月
15
日
㈫
・
22
日
㈫

（
全
2
回
）
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30

分　

▼
場
所　
南
河
原
隣
保
館
生
活

改
善
室　

▼
内
容　
藍
の
型
染
め
の

技
法
を
用
い
、
ス
ト
ー
ル
を
染
め

る　

▼
講
師　
滝
澤
布
沙
さ
ん　

▼

定
員　
20
人　

▼
持
ち
物　
デ
ザ
イ

ン
ナ
イ
フ
、
エ
プ
ロ
ン　

▼
参
加
費　

2
千
5
0
0
円
（
材
料
代
）　

▼

�
・
問　
同
館
☎
5
5
7
―
3
3
3

4▼
日
時　
10
月
2
日
～
16
日
の
毎
週

水
曜
日
（
全
3
回
）
午
前
10
時
～
正

午　

▼
場
所　
ミ
シ
ン
会
館
（
㈱
日

ミ
シ
ン
に
触
れ
て
手
作
り
の
楽
し
さ
を
！

ミ
シ
ン
教
室（
初
級
コ
ー
ス
）

行
田
市
大
正
琴
連
盟

25
周
年
記
念
大
正
琴
演
奏
会

行
田
市
民
吹
奏
楽
団

定
期
演
奏
会

教
室
・
講
座

パ
ソ
コ
ン
で
記
帳
し
た
い
方
へ

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
パ
ソ
コ
ン

会
計

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
す
け
愛
と
な
り
ぐ
み　

設
立

10
周
年
記
念
事
業　

ぎ
ょ
う
だ
終し

ゅ
う

活か
つ

フ
ェ
ア

～
行
っ
て
見
て　

知
っ
て
安
心　

老
い
支
度
～

藍
の
型
彫
り
と

藍
染
め
教
室

建
内
・
藤
原
町
1
―
31
―
20
）　

▼

内
容　

ト
ー
ト
バ
ッ
ク
な
ど
の
4

種
類
の
作
品
を
作
成
す
る　

▼
対

象　
市
内
在
住
の
方　

▼
定
員　
5

人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　
3
千

円
（
教
材
代
含
む
）　

先
生
募
集

▼
対
象　
ミ
シ
ン
の
心
得
が
あ
り
、

ミ
シ
ン
の
楽

し
さ
を
広
め

た
い
方　

▼

�
・
問　

行

田
商
工
会
議

所
☎
5
5
6

―
4
1
1
1

▼
日
時　
【
Ｔ
Ｗ
Ｉ
―
Ｊ
Ｉ
（
仕
事

の
教
え
方
）
コ
ー
ス
】
9
月
9
日
㈪

～
13
日
㈮
午
後
6
時
30
分
～
8
時
30

分　
【
Ｔ
Ｗ
Ｉ
―
Ｊ
Ｍ
（
改
善
の
仕

方
）
コ
ー
ス
】
9
月
24
日
㈫
～
27
日

㈮
・
30
日
㈪
午
後
6
時
30
分
～
8
時

30
分
【
Ｔ
Ｗ
Ｉ
―
Ｊ
Ｒ
（
人
の
扱
い

方
）
コ
ー
ス
】
10
月
21
日
㈪
～
25
日

㈮
午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分
【
Ｔ

Ｗ
Ｉ
―
Ｊ
Ｓ
（
安
全
作
業
の
や
り

方
）
コ
ー
ス
】
11
月
18
日
㈪
～
20
日

㈬
午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分
、
11

月
21
日
㈭
・
22
日
㈮
午
後
6
時
～
9

Ｔ
Ｗ
Ｉ（
管
理
監
督
者
）

研
修

27
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▼
日
時　

9
月
28
日
㈯
午
後
1
時

30
分
～
3
時　

▼
場
所　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

ぎ
ょ
う
だ
学
習
室　

▼
内
容　
小
川

滋
之
さ
ん
（
千
葉
大
学
研
究
員
）
に

よ
る
講
演
「
侵
略
者
た
ち
の
生
き
か

た
～
外
来
植
物
の
分
布
と
生
態
～
」　

▼
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方　

▼
定
員　
60
人
（
先
着
順
・

要
申
し
込
み
）　

▼
参
加
無
料　
▼

主
催　

行
田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム　

▼
�
・
問　
中
村
☎
0
9
0
―

1
7
7
8
―
4
0
6
2

▼
日
時　
10
月
1
日
㈫
午
前
10
時
～

11
時　

▼
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内
容　
赤
ち

ゃ
ん
の
心
身
機
能
の
発
達
を
促
す
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
心
を
癒

す
（
予
約
制
）　

▼
対
象　
生
後
2

カ
月
半
～
10
カ
月
く
ら
い
の
子
ど
も

と
親
※
妊
婦
の
方
も
参
加
可　

▼
参

加
費　
1
組
5
0
0
円　

▼
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物　

▼
�
・
問　

9
月
27
日
㈮
ま
で
に
「
青
の
時
間
」

高
島
☎
5
5
4
―
5
3
6
1
※
留
守

番
電
話
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　
9
月
28
日
㈯
午
後
6
時
～

9
時　

▼
場
所　
南
河
原
支
所
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
南
河
原
」
集

会
室　

▼
内
容　
吹
奏
楽
の
専
門
講

師
に
よ
る
基
礎
と
簡
単
な
曲
の
合
奏

指
導　

▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物　

お
持
ち
の
楽
器　

▼
主
催　
行
田
吹

奏
楽
団　

▼
そ
の
他　
詳
細
は
同
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照　

▼
問　
長
島

☎
5
5
4
―
9
8
0
0

▼
日
時　
①
10
月
の
毎
週
水
曜
日
午

後
5
時
～
7
時　

②
10
月
の
毎
週
木

曜
日
午
後
7
時
～
9
時　

▼
場
所　

「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
道

場　

▼
内
容　
空
手
や
カ
ン
フ
ー
な

ど
武
術
の
技
を
音
楽
に
合
わ
せ
て
表

現
す
る　

▼
対
象　
5
歳
以
上
の
方　

▼
参
加
費　

1
千
円　

▼
問　

総

合
武
術
教
室
武
活
道M

artial A
rts 

Life

福
田
☎
0
9
0
―
3
5
9
4
―

9
5
9
0

▼
日
時　
10
月
2
日
～
23
日
の
毎
週

水
曜
日
（
全
4
回
）
午
前
10
時
～
11

時　

▼
場
所　
「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
柔
道
場　

▼
内
容　
自
己

免
疫
機
能
を
高
め
、
心
と
体
の
健
康

を
目
指
す　

▼
対
象　
健
康
に
気
を

付
け
て
い
る
方　

▼
持
ち
物　
バ
ス

タ
オ
ル　

▼
参
加
費　
1
千
5
0
0

円　

▼
�
・
問　
10
月
1
日
㈫
ま
で

に
電
話
で
福
田
☎
0
9
0
―
3
5
9

4
―
9
5
9
0

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
、「
高
齢
者
・
障
害
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

を
設
け
、
通
常
の
電
話
相
談
受
付
時

間
を
延
長
し
て
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

▼
受
付
日
時　
9
月
9
日
㈪
～
15
日

㈰
午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時
（
9

月
14
日
・
15
日
は
午
前
10
時
～
午
後

5
時
）　

▼
電
話
番
号　

0
5
7
0

―
0
0
3
―
1
1
0　

▼
相
談
担

当
者　
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委

員　

▼
そ
の
他　
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。　

▼
問　
さ
い
た
ま
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
☎
0
4
8
―
8
5
9

―
3
5
0
7

▼
日
時　
10
月
6
日
㈰
午
前
11
時
～

午
後
3
時　

▼
場
所　
さ
い
た
ま
地

方
法
務
局
熊
谷
支
局
（
熊
谷
市
筑
波

3
―
39
―
1
）　

▼
内
容　
土
地
や

建
物
の
相
続
に
よ
る
名
義
変
更
や
会

社
設
立
の
登
記
手
続
き
、
戸
籍
・
国

籍
、
供
託
、
人
権
に
関
す
る
相
談
な

ど　

▼
主
催　
さ
い
た
ま
地
方
法
務

局　

▼
協
力　
埼
玉
司
法
書
士
会
、

埼
玉
土
地
家
屋
調
査
士
会
、
埼
玉
公

証
人
会
、
埼
玉
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会　

▼
問　
同
法
務
局
熊
谷
支
局

☎
5
2
4
―
8
8
0
5

▼
日
時　
10
月
7
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所　

総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　

▼
内
容　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
る
（
託
児

付
き
）　

▼
対
象　
市
内
在
住
で
乳

幼
児
を
持
つ
保
護
者　

▼
定
員　
30

人　

▼
参
加
費　

1
0
0
円　

▼

主
催　
行
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会　

▼
後
援　
行
田
市
、
行
田

市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会　

▼
�
・
問　
同
協
議
会
☎

5
5
7
―
5
4
0
0

健
康
気
功
教
室

秋
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

体
験
会

総
合
武
術
教
室

秋
の
体
験
教
室

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

全
国
一
斉
！
法
務
局

休
日
相
談
所
開
設

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

行
田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
15
回
公
開
学
習
会

吹
奏
楽

公
開
講
習
会

相

　
　談
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InformationInformation 催し・募集

た
室
内
用
の
寄
せ
植
え
を
製
作
す
る　

▼
講
師　
伊
藤
弘
充
さ
ん
（
テ
ク
ノ
・

ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
）　

▼
対

象　

小
学
生
以
上　

▼
定
員　

30

人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　
2
千

円
（
材
料
代
・
保
険
料
な
ど
）　

▼

�　

9
月
14
日
㈯
午
後
2
時
～
26
日

㈭
に
同
館
窓
口
で
受
け
付
け

▼
日
時　
11
月
2
日
㈯
午
後
2
時
～

4
時　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー

2
0
1
会
議
室　

▼
内
容　
自
然
の

バ
ス
ソ
ル
ト
を
作
り
、
日
常
の
生
活

に
ア
ロ
マ
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
方
法
を
楽
し
み
な

が
ら
学
ぶ　

▼
講
師　
井
上
真
弓
さ

ん
（
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）　

▼
対
象　
成
人　

▼
定

員　
20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

1
千
5
0
0
円　

▼
�　

9
月
17
日

㈫
午
後
1
時
か
ら
参
加
費
を
添
え
て

同
セ
ン
タ
ー
窓
口
（
電
話
予
約
は
午

後
2
時
か
ら
）

▼
日
時　
10
月
2
日
～
30
日
の
毎
週

水
曜
日
（
全
5
回
）
午
後
2
時
30

分
～
3
時
30
分　

▼
場
所　
「
行
田

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
道
場　

▼

内
容　
家
庭
に
あ
る
空
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
水
を
入
れ
、
簡
単
な
筋
力
運

動
な
ど
を
行
う　

▼
定
員　
各
回
20

人
（
先
着
順
）　

▼
対
象　
高
校
生

以
上　

▼
参
加
費　
1
回
5
0
0
円　

▼
持
ち
物　
運
動
の
で
き
る
服
装
と

5
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
程
度
の
空
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
2
本　

▼
注
意　
小

さ
い
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
の
参
加
は

不
可　

▼
�　

各
開
催
日
当
日
の
開

始
時
間
ま
で
に
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
窓
口
で
受
け
付
け

▼
日
時　
10
月
24
日
～
12
月
12
日
の

毎
週
木
曜
日
（
全
8
回
）
午
後
7

時
～
9
時　

▼
場
所　
産
業
文
化
会

館
創
作
室　

▼
内
容　

着
物
の
着

付
け
、
名
古
屋
帯
・
袋
帯
の
結
び

方
を
学
ぶ　

▼
対
象　

女
性　

▼

定
員　
20
人
（
先
着
順
）　

▼
持
ち

物　

着
物
用
具
一
式　

▼
参
加
費　

2
千
5
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）　

▼
�　

9
月
14
日
㈯
午
前
10
時
か
ら

同
館
（
電
話
受
け
付
け
は
午
後
1
時

か
ら
）

　
「
古
代
蓮
の
精
」
を
題
材
と
し
た

巨
大
な
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
展
望
タ

ワ
ー
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

9
月
14
日
㈯
～
23
日
㈪

（
休
館
日
を
除
く
）　

▼
内
容　
①
期

間
中
、
古
代
蓮
会
館
有
料
入
館
者
に

平
成
25
年
度
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
ー
ド
を
進
呈　

②
古
代
蓮
の

里
売
店
で
合
計
2
千
円
以
上
お
買
い

上
げ
の
方
に
、
古
代
蓮
会
館
招
待
券

を
2
千
円
ご
と
に
1
枚
進
呈　

▼
そ

の
他　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
10
月
20
日

㈰
ま
で
が
見
ご
ろ
で
す
。

▼
日
時　
10
月
5
日
㈯
午
後
1
時
～

4
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館
研

修
工
作
室　

▼
内
容　
籠
鉢
を
用
い

▼
日
時　
10
月
7
日
㈪
、
11
月
19
日

㈫
午
前
10
時
～
正
午　

▼
場
所　
県

立
熊
谷
特
別
支
援
学
校
（
熊
谷
市
川

原
明
戸
6
0
5
）　

▼
そ
の
他　
同

校
の
教
育
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
は

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。　

▼

�
・
問　
公
開
日
前
日
ま
で
に
同
校

☎
5
3
2
―
3
6
8
9

	行田市の人口と世帯	 人口85,517人　男42,513人　女43,004人　世帯数33,717世帯
	（平成25年8月1日現在）	 7 月中の異動　出生49人　転入等235人　死亡64人　転出等228人住民基本台帳人口

県
立
熊
谷
特
別
支
援
学
校

授
業
公
開

申し込み・問い合わせ

http://www.iki iki-zaidan.or.jp/index.html

（公財）行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

産業文化会館
ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７

き
も
の
着
付
け
教
室

そ

　の

　他

古
代
蓮
の
里　

田
ん
ぼ

ア
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

観
葉
植
物
の

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

【
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
レ
ッ
ス
ン
Ⅱ
】

ア
ロ
マ
の
魅
力
と
入
浴
剤
作
り
体
験

～
香
り
に
癒
さ
れ
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

手
軽
に
ボ
ト
ル
ｄ
ｅ

運
動
教
室

29
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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
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川
の
国 

埼
玉

忍川・さきたま調
節池・酒巻導水路
が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト始動！
川のまるごと
再生プロジェクト始動！

世界最大級、
最高傑作を体感しよう。
世界最大級、
最高傑作を体感しよう。
世界最大級、
最高傑作を体感しよう。

稲荷山古墳稲荷山古墳稲荷山古墳
いないないな りりり やまやまやま こここ ふんふんふん

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物施設などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　稲
いな

荷
り

山
やま

古
こ

墳
ふん

は、5世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

に造
つく

られた全
ぜん

長
ちょう

約
やく

120メートル、
高
たか

さ約
やく

12メートルの前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

で、古
こ

代
だい

国
こっ

家
か

成
せい

立
りつ

の謎
なぞ

を解
と

く貴
き

重
ちょう

な資
し

料
りょう

「金
きん

錯
さく

銘
めい

鉄
てっ

剣
けん

」が出
しゅつ

土
ど

したことでも知
し

られている
んだ。

　また、墳
ふん

丘
きゅう

の頂
ちょう

上
じょう

に登
のぼ

ることができ、頂
ちょう

上
じょう

部
ぶ

には鉄
てっ

剣
けん

など
が出

しゅつ

土
ど

した実
じつ

物
ぶつ

大
だい

の礫
れき

槨
かく

が展
てん

示
じ

されているよ。この場
ば

所
しょ

で百
ひゃく

年
ねん

に一
いち

度
ど

の大
だい

発
はっ

見
けん

ともいわれる鉄
てっ

剣
けん

が出
しゅつ

土
ど

したと思
おも

うと、古
こ

代
だい

を身
み

近
ぢか

に感
かん

じることができます。

　皆
みな

さん、壮
そう

大
だい

で古
こ

代
だい

ロマンあふれる稲
いな

荷
り

山
やま

古
こ

墳
ふん

に遊
あそ

びに来
き

てくださいね。

総勢約900人の協力をいただいた田んぼアート米づく
り体験事業（田植え作業）。日本にそして世界に誇れる田んぼアートが
見ごろを迎えました。
　今年の絵柄は「古代蓮の精」。行田蓮（古代蓮）の上に美しい女性の姿
が描かれました。壮大ですてきなアートを古代蓮会館展望室からぜひ
ご覧ください。

　
「
市
報
ぎ
ょ
う
だ
」
6
月
号
で
、
古
墳
時
代
前

期
（
4
～
5
世
紀
前
半
）
の
市
内
の
集
落
の
移

り
変
わ
り
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
の

竪
穴
住
居
を
発
掘
す
る
と
、
実
用
品
と
は
思
え

な
い
小
型
の
土
器
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
土
器
に
は
、
大
型

の
か
め
や
つ
ぼ
を
小
さ
く
模
造
し
た
も
の
（
写

真
右
端
）、
小
さ
な
鉢
や
お
わ
ん
を
つ
く
っ
た
も

の
（
写
真
右
か
ら
2
番
目
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
る
で
子
ど
も
が
「
ま
ま
ご
と
」
に
使
う
よ
う

な
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
で
す
が
、
川
沿
い
な
ど
か

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

行
田
の
ム
ラ
の
古
代
の
マ
ツ
リ

行田

歴
史
系
譜

6

234

ら
も
ま
と
ま
っ
て
出
土
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

水
な
ど
に
ま
つ
わ
る
何
ら
か
の
儀
式
（
祭さ

い

祀し

）

で
使
わ
れ
た
土
器
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
小
型
で
丸
底
の
つ
ぼ
と
そ
れ
を
乗
せ

る
「
器
台
」
と
呼
ば
れ
る
小
型
の
土
器
が
セ
ッ

ト
（
写
真
中
央
）
で
出
土
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
小
型
の
つ
ぼ
と
器
台
は
ベ
ン
ガ
ラ
な

ど
で
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
か

ら
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
と
同
様
に
、
祭
祀
で
使

わ
れ
た
土
器
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
武む

良ら

内う
ち

遺
跡
（
樋
上
）
か
ら
は
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
形

を
し
た
珍
し
い
小
型
の
つ
ぼ
（
写
真
左
か
ら
２

番
目
上
）
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

祭
祀
用
の
土
器
は
小
型
の
土
器
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
実
用
品
と
同
様
の
つ
ぼ
や
高
杯

で
も
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
武
良

内
遺
跡
で
は
井
戸
の
底
か
ら
赤
く
塗
ら
れ
た
つ

ぼ
が
出
土
し
て
い
ま
す
（
写
真
左
端
）。
行
田
市

内
で
は
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
井
戸
が
掘
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
赤
く
塗
ら
れ
た
土

器
を
井
戸
に
沈
め
、
水
が
枯
れ
な
い
よ
う
に
祭

祀
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

古
墳
時
代
前
期
の
集
落
は
、
今
回
紹
介
し
た

祭
祀
用
の
土
器
な
ど
を
用
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

祭
祀
が
執
り
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
現
在
失
な
わ
れ
つ
つ

あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
祭
礼
の
原
型
が
こ
の

時
期
に
形
づ
く
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 
 
 
 
 

（
文
化
財
保
護
課　

中
島　

洋
一
）

祭祀に使われた土器（武良内遺跡）


